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A-364 操作開閉器

構造と特長

●メカケース（操作機構部）
軸固定式の金属製メカ機構
2点固定式の樹脂製メカ機構も選択
できます。盤面部は、防塵・防噴流
構造でIP-65に適合しております。

●コンタクト（接点部）
接点は、ツイン式(金接点・
銀接点)の他力接触方式に
より、接触信頼性が高い構
造となっています。

●ハンドル(別売り)
矢形ツマミハンドル

●ハンドル固定用六角穴付き止めねじ

●本体取付けナット

●カム
1ユニットにカム2段方式の
採用で複雑な接点構成が可能
です。

●コンタクトユニット
スーパーエンジニアリング
プラスチック(94V-0、耐熱
250℃以上)を採用し、耐薬品
及び強度に優れている。

●エンドシール
形式表示部

●エンドプレート



A-365

操
作
開
閉
器

F
形

操作開閉器

準拠規格
NECA C 4520 制御用スイッチ通則

JIS C 0920 電気機械器具及び配線材料の防水試験通則
盤面保護等級　IP65

定格および一般特性

定格使用電圧および電流（遮断性能）

抵抗負荷 0.25 0.14 0.07 0.04 0.02
1 0.55 0.3 0.17 0.1 0.05 5 3― ―
6 12 24 48 110 220 110 22024 48

5 3 1.25 0.4―
0.14 0.08 0.04 0.02 0.01 ― 3 2 0.75 0.25

直
流

電
流(  )

接点仕様
電圧　(V)
交流(力率0.4)

5万回以上機械的寿命
600回/時

電気的寿命

銀接点（V式）金接点

耐寒耐熱
耐湿度

-25℃（48H）→70℃ （48H）
95％ （40℃48H）

端子部構造 ハンダ端子（MAX.1.25㎟ 2本）
ファストン端子（＃187シリーズ）

1V　1mA

49KPa （気圧） 以上 （盤面部）

5万回以上

項   目

定格絶縁電圧
定格通電電流

耐振動

絶縁抵抗
接触抵抗（初期値）

耐衝撃

防水性

使用温度範囲

開閉頻度

耐電圧
インパルス耐電圧

（周囲環境が良好なこと）
最低使用電圧電流

10G
2G　(16.7Hz 複振幅4mm)

-20℃～+60℃（但し、氷結しないこと）
45%～90%Rh（但し、結露しないこと）

±7,000V  （対地間）
AC 2,500V 1分間

ツイン式

250V

100MΩ以上（500Vメガー）
15mΩ以下

5A1A

銀接点（V式）金接点

接続電線 MAX．0.5㎟ 2本 MAX.1.25㎟ 2本

0.98N・m以下操作トルク
使用湿度範囲

ハンダ端子
（MAX.0.5㎟ 2本）

誘導負荷
L/R 0.025A

JIS C 8201-5-1 低圧開閉装置及び制御装置－第5部
 制御回路機器及び開閉素子－第1節、電気機械制御回路機器



A-366 操作開閉器

操作説明

捻回操作方式の説明

操作位置記号

製作できる操作角度
[凡例]　○：製作可　×： 製作不可

30° 45° 90°

○ ○ ○

× ○ ×

× ○ ×

　　　操 作 方 式 説 　 明

手動復帰式（ノッチ式） 各指定位置で自己保持。（ハンドルから手を離しても停止位置で保持）

各位置から原点位置へ自動で戻る。（原点位置には制限があります。）

手動復帰式
（最大操作角度360°）

操作方式

自動復帰式
（最大操作角度　片側45°）
手動復帰・自動復帰複合式

（最大操作角度　片側45°）

自動復帰式（スプリングリターン式）

手動復帰・自動復帰複合式（複合式）

ノッチ角度

手動復帰式、自動復帰式を組み合わせた複合操作。

45°ノッチ 90°ノッチ30°ノッチ
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形式の選び方
F N - - V 0 - A - Y

②接点構成記号 ③接点の種類 ④取付仕様

⑤ハンドル仕様①操作方式

①操作方式（詳細はA-368頁）
操作方法をお選びください。

②接点構成記号
ご希望の接点構成をオーダーシートにご記入の上、ご提出ください。
また、接点構成記号は「ユニット数＋X」で表します。
　 （例） ・2ユニットの場合・・・2X

③接点の種類（詳細はA-368頁）
金ツイン接点（標準）、銀ツイン接点よりご希望の仕様を選択ください。

④取付仕様（詳細はA-368、A-370頁）
無記入：軸固定式   金属製メカ
A　    ：2点固定式 樹脂製メカ

⑤ハンドル仕様（詳細はA-368頁）
ハンドルは矢形ツマミのみとなります。

2X
基本形式



A-368 操作開閉器

操作方式

接点の種類
　 銀ツイン、金ツイン接点を選択される場合は、下表を参考に、組み込みユニットを指定してください。

ハンドル仕様

のみ銀ツイン接点

全ユニット　銀ツイン接点

□に指定したユニット
5ユニット目のみに銀ツイン接点が組み込まれます。□
1～3ユニット目に銀ツイン接点が組み込まれます。
1ユニット目と3ユニット目に銀ツイン接点が組み込まれます。

無記入
接点仕様

金ツイン接点（標準）
銀ツイン、金ツイン接点の組み込みユニット指定例

□～□
V

0
‐
V0
V5

V1～3
V1・3

すべてのユニットに金ツイン接点が組み込まれます。
すべてのユニットに銀ツイン接点が組み込まれます。

記号

□・□

1-8部手動・1-2部自動復帰 1-8部自動・1-2部手動復帰
RN記号

捻回操作 手動復帰 中央へ自動復帰

操作図 □

NR2 NR8

矢形ツマミハンドル(黒色：N1.5近似色)

F-HYK

外　観

ハンドル形状
Y記号

ハンドル単品形式

□□

ハンドル無し

ハンドル

記号 無記入

取付仕様
　 詳細はA-370頁の外形寸法図をご参照ください。

材質：フェノール樹脂

無記入
仕様

軸固定式　   金属製メカ
２点固定式　樹脂製メカA

記号
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接点の動作種類と表し方
操作開閉器のハンドル側から見て下図のように表します。

指定位置（●）で両端子間の接点がONすることを表します。

●印を太い横線でつないだ間の接点（ 　　　）が連続して
ONしていることを表します。

最大ユニット数および最大接点数

・最大同時開極接点数とは、捻回操作の各位置でONの状態から同時にOFFし始める接点の最も多い数です。　　
但し、自動復帰式の数は右または左から中央位置に戻る段階での最も多い方の数です。

・捻回操作の複合とは、片側が自動復帰式、反対側が手動復帰式を示します。

動 作 説 明表し方接点の動作種類

単独接点

捻回操作

連続接点

仕様

最大ユニット数 6
6

手動復帰 自動復帰
複合含む

最大同時開極接点数

※標準端子番号は1-2、3-4、5-6…となります。



A-370 操作開閉器

外形寸法図

　

　　　

注意　※印部の取付ナット締付部にはねじ緩み防止接着剤を御使用ください。

■ハンダ作業時のご注意
・端子部へのハンダ付作業はハンダコテの温度を380℃で加熱時間5秒以下で行ってください。
・ハンダ作業時に電線等で端子に負荷が掛からないよう作業お願いします。

2点固定式 樹脂製メカ

軸固定式 金属製メカ

ユニット数 1 2 3 4 5 6
L(㎜） 31 43 55 67 79 91

重量(ｇ) 68 83 98 113 128 143

ユニット数 1 2 3 4 5 6
32 44 56 68 80 92
62 77 92 107 122 137

[取付寸法]

[取付寸法]

・標準締付トルク
ねじサイズ

M12
ねじの種類

本体取付ナット
締付トルク

3.5～4.5N･m｛35～45kgf･cm｝

・標準締付トルク

L(㎜）
重量(ｇ)

ねじサイズ
M4

ねじの種類
本体取付ねじ

締付トルク
0.8～1.2N･m｛8～12kgf･cm｝
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参考資料

各部名称および材質

1 ステンレス
2
3 アルミニウム
4 ガラス入りナイロン樹脂
5 CRゴム
6 ナイロン
7 ポリエーテルサルホン樹脂
8 ポリエーテルサルホン樹脂
9

10
11 ステンレス
12 EPRゴム
13 黄銅
14 カーボン
15 ステンレス
16 ポリアセタール樹脂
17 ステンレス
18 リン青銅
19 リン青銅
20 金
21 リン青銅
22 リン青銅
23 銀

SYM.
No. 品名 材質 処理・難燃

グレード
－シャフト

S18 Oリング EPRゴム UL94 V0
金属製メカケース 焼付処理
樹脂製メカケース UL94 V0

UL94 V0パッキン
　UL94 V2トメイタ

コンタクトベース UL94 V0
UL94 V0エンドプレート
Zn-Cトメネジ 鋼

カム ポリアセタール樹脂 UL94 HB
－E形止め輪

S4 Oリング UL94 V0
クロムめっきトクナット

ボール －
－ノッチバネ

ノッチ UL94 HB

－コンタクト

－コンタクトバネ
－Fコテイコン
－Fカドウコン

－FVコテイコン
－FVカドウコン
－Vコンタクト

ユニット(金接点) ユニット(銀接点)

金属製メカケース

樹脂製メカケース



A-372 操作開閉器

可 ・ 不可 ※8ノッチの場合は必ずどちらか○で囲んでください。

※使用されないノッチ番号は横線で削除ください。
8ノッチ操作の場合の全周回転

5 6 7 8 1 2 3 4
接点の表し方

1
3
5
7
9
11
13
15
17
19
21
23

2
4
6
8
10
12
14
16
18
20
22
24

＜製品形式＞

F形　オーダーシート
（45°/90°操作）

株式会社 正興電機製作所

----

①操作方式（A-368頁ご参照）
記号
N  
R

NR2

②接点構成記号
ご希望の接点構成を下表にご記入の上、ご提出ください。

④取付仕様（A-368, A-370頁ご参照）

また、オーダー品の場合、接点構成記号は「ユニット数＋X」で
表します。
（例） ・2ユニットの場合・・・2X

⑤ハンドル仕様（A-368頁ご参照）

操作方式

④ ⑤
ハンドル取付仕様（1～3桁） （2～4桁） （0桁～）

①操作方式 ②接点構成記号 ③接点部仕様基本形式

F

記号 仕様

Y

形状
ハンドル無し
矢形ハンドル有り

軸固定式　　金属製メカ
2点固定式　樹脂製メカA

記号
無記入

無記入

③接点の種類（A-368頁ご参照）
記号

無記入
接点仕様

□に指定したユニットのみ
銀ツイン接点仕様

全ユニット　銀ツイン接点仕様
全て金接点仕様（標準）

□・□
□～□

□
0

V

  [操作位置]

45°ノッチ 90°ノッチ

接点構成図

単独接点

手動復帰
中央へ自動復帰
自動復帰・手動復帰複合

：
：
：

ご注文番号
数 量
希 望 納 期

：
：
：

発 行 日
貴 社 名
ご 担 当 者

連続接点
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--- -

④取付仕様（A-368, A-370頁ご参照）

②接点構成記号
ご希望の接点構成を下表にご記入の上、ご提出ください。
また、オーダー品の場合、接点構成記号は「ユニット数＋X」
で表します。
　 （例） ・2ユニットの場合・・・2X

⑤ハンドル仕様（A-368頁ご参照）

基本形式 （1～3桁）
①操作方式

記号
無記入 軸固定式　　金属製メカ

Y

F

②接点構成記号
（2～4桁）

2点固定式　樹脂製メカ

仕様

A

⑤
ハンドル

④
取付仕様

③接点部仕様
（0桁～）

記号
無記入

矢形ハンドル有り
ハンドル無し

形状

③接点の種類（A-368頁ご参照）
記号

無記入
接点仕様

□に指定したユニットのみ
銀ツイン接点仕様

全ユニット　銀ツイン接点仕様
全て金接点仕様（標準）

□・□
□～□

□
0

V

5
・
6

・
7 7

・
8

・
9 1

・
2

・
3 3

・
4

・
5

①操作方式（A-368頁ご参照）
記号
N  
R

NR2

操作方式
手動復帰
中央へ自動復帰
自動復帰・手動復帰複合

1
3
5
7
9
11
13
15
17
19
21
23

2
4
6
8
10
12
14
16
18
20
22
24

＜製品形式＞

F形　オーダーシート
（30°操作）

株式会社 正興電機製作所

  [操作位置]

30°ノッチ

可 ・ 不可 ※12ノッチの場合は必ずどちらか○で囲んでください。

※使用されないノッチ番号は横線で削除ください。
12ノッチ操作の場合の全周回転

接点の表し方

接点構成図

連続接点

単独接点

：
：
：

ご注文番号
数 量
希 望 納 期

：
：
：

発 行 日
貴 社 名
ご 担 当 者


